
発達支援の内容5領域
（児童発達支援ガイドライン参照）

〇健康状態の維持・改善

〇生活習慣や生活リズムの形成

〇基本的生活スキルの獲得

〇姿勢と運動・動作の基本的技術の向上 〇保有する感覚の活用

〇姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用 〇感覚の補助及び代行手段の活用

〇身体の移動能力の向上 〇感覚の特性への対応

〇認知の特性についての理解と対応

〇対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得

〇行動障害への予防及び対応

〇コミュニケーションの基礎的能力の向上 〇コミュニケーション手段の選択と活用

〇言語の受容と表出、言語の形成と活用 〇状況に応じたコミュニケーション

〇人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得 〇読み書き能力の向上

〇アタッチメント（愛着）の形成と安定 〇仲間づくりと集団への参加

〇遊びを通じた社会性の発達

〇自己の理解と行動の調整

お子さんの状態に合わせて、

5領域に対応した支援を行います。

各領域の内容は、互いに関連しており、重な

る部分もあります。
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